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傍聴者数 一般 0名 報道関係者 0名 合計 0名

委員外の出席 議長 西原　　浩 合計 1名
事務局職員 事務局長 干場　富夫 主任 小野　絵里 合計 2名

病院事務長 病院事務課長 病院事務課長 病院事務課主幹
三戸　俊人 出席 小川　信明 出席 石戸谷友絵 出席 大森　圭介 出席

保健課主査 母子健康センター主査 老人保健施設主査
佐伯　祐司 欠席 成瀬　広子 欠席 中田　幸規 欠席

町民課主査 町民課主査 保健課主査 保健課主査
竹本　　誠 欠席 木幡　友哉 欠席 阿部　妃江子 出席 能登　麻奈美 欠席

介護支援課主査 介護支援課主査 地域包括支援センター主査 町民課主査
岩口　真紀子 出席 松本　静香 欠席 井川　　仁 欠席 奈良　　司 欠席

保健課主幹 母子健康センター師長 福祉課主査 福祉課主査
畠澤　みどり 欠席 根本　博美 欠席 澤田　憲一 欠席 大森　晴海 欠席

地域包括支援センター長 居宅介護支援事業所長 町民課主幹 保健課主幹
九里　富恵 欠席 大道　詳子 欠席 西田　和弘 欠席 齊藤　晴美 出席

介護支援課長 町民課長 老人保健施設事務長 訪問看護ステーション所長
高橋　勇樹 出席 皆川　　学 出席 渡辺　久利 出席 堀　　留美 欠席

福祉部長 福祉部次長 福祉部次長兼保健センター長 福祉部次長兼福祉課長
今野　健一 出席 小湊　昌博 欠席 入倉　伸顕 出席 干場みゆき 出席

出席 今西　和雄 出席
瀧川　榮子 出席 戸田　憲悦 出席

開会 10:45
閉会 11:21

宮越　正人 出席 外山　浩司

令和５年第２回福祉医療常任委員会　要点記録

開閉会日時 令和5年3月16日（木曜日) 会議場所 別海町議会
委員会室2・3

委員の出欠



令和５年第２回福祉医療常任委員会　要点記録

10:45　開会
出席委員5名、委員外1名、会期1日
挨拶　　
【病院所管事務調査】　
挨拶
議事1　所管事務調査について

(1)新型コロナウイルス感染症対策について
・昨年11月中旬から全国・全道的に感染が増加し、北海道の病床フェーズが3に上がっ
たことに伴い、別海病院においても、11月8日からコロナ病床を7床に増床。
　また、年度末には、昨年２回目の病院における院内クラスターが発生し、関連して延べ
職員3名、入院患者9名が感染し、コロナ病床7床が程度の期間、全てが埋まってしまう
という事態にも陥った。1月20日に解除となったが、内科病床への入院制限等で町民の
皆さんには大変御迷惑をおかけした。幸いなことに1月中旬ごろから感染については減少
傾向となり、北海道においても、2月6日以降、病床フェーズが2となり、別海病院のコロナ
病床も3床に減床した。
　現在は、北海道の病床フェーズが1となり、感染者の減少に伴い、２年以上行っていた
別海病院正面玄関での職員によるトリアージ（発熱確認や問診）を、３月１日からは
各診療科で行うように変更したところ。来院される方には、引き続き自発的な発熱の確
認、手指消毒等は継続してやっていただいている。
・国では、3月13日からマスクの着用を個人の判断に委ねることや、5月には新型コロナウ
イルス感染症の法律上の位置づけを第2類相当から、インフルエンザと同様の第5類に移
行する旨の方針が示されているが、これにより、直ちに感染のリスクが低減するわけではな
いので、当面の間、現在実施している発熱外来の対応については、継続して行う予定
である。
・今後は医療機関として、引き続き、感染防止と感染者が発生した場合の診療体制を
維持しながら、コロナウイルスと共存する新たな状況を見据えた医療体制の構築について
も検討が必要と考えている。
・別海病院で確認した感染者については、昨年1月、発熱外来を受診された町民の方
が、別海病院で検査の結果陽性と判明して以来、昨日3月15日までで、延べ約2,400
人の方が感染者となっている。
　先ほど申し上げたとおり、感染については減少傾向が明らかになっているが、今週に入り、
別海病院でも連日何名か、感染者を確認している。そのような状況もあるので、当院に
おいては引き続き、感染者発生時の治療と感染拡大の抑制に努めるとともに、状況的に
判断して、中標津保健所や他の医療機関等と連携しながら対応を行っていく。

質疑
・コロナ病床が3床に減ったとのことだが、現在も継続しているのか。
・2年間対応してきた中で、病床フェーズが1に下がった場合は、今まではコロナ病床を完
全に撤去する対応をとってきたが、今後、高齢者で持病のある方、感染リスクが高い方等
が感染した場合に入院できる病床が必要との考えから、当面の間、3床程度は入院病
床として残し、対応できる体制を継続しようと思っている。
　残りの4床については、外科の手術で病床が少なくなった場合や、今後時期については
検討に入ると思うが、産婦人科のお産を再開した場合に使うことを考えている。
・他に質疑あるか。委員長 9番 今西

病院事務長 三戸

委員長 9番 今西
副委員長 5番 外山
病院事務長 三戸

委員長 9番 今西

委員長 9番 今西

病院事務長 三戸
委員長 9番 今西

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。



令和５年第２回福祉医療常任委員会　要点記録
委員 ・質疑なし

その他
・なし
・日程表に記載の所管事務は継続調査とする。

委員 ・異議なし
病院　10:55　終了　休憩

11:07　再開
挨拶
【福祉部所管事務調査】　

福祉部長 挨拶
議事1　所管事務調査について

(1)新型コロナウイルス感染症対策について
・資料により説明
・接種状況について（3月12日現在）
　1回目接種 12,547人 92.7%
　2回目接種 12,518人 92.5%
　3回目接種 10,609人 78.4%
　4回目接種 
　　65歳以上  3,400人 77.7％
　　60～64歳    645人 62.2％
　　59歳以下　　 751人　
　　※59歳以下は基礎疾患を有する方・医療従事者等が対象
　オミクロン株対応ワクチン接種　7,991人 59.0％　　道 48.9％　　全国 44.2％
　【小児接種】　5∼11歳
　1回目接種　　　429人 49.3％　　全国　24.0％
　2回目接種　　　417人 47.9％　　全国　23.2％
　3回目接種　　　235人 27.0％　　全国　　9.1％
　【乳幼児接種】　6カ月～4歳
　1回目接種　　　　42人 　9.6％　　全国　　3.7％
　2回目接種　　　　41人 　9.3％　　全国　　3.2％
　3回目接種　　　　　4人 　0.9％　　全国　　1.2％
・今後のワクチン接種について
　新型コロナウイルス感染症の位置づけは2類から5類へ引き下げになるが、R5年度の1
年間は現行の特例臨時接種の実施期間を延長される。R6以降に接種継続する場合
には、安定的な制度のもとで実施することを検討することが適当とされている。
　R5年度の追加接種スケジュールについて、5歳以上の接種可能な者を対象として、秋
～冬の9月-12月に１回、重症化リスクが高い者等には春～夏の5月-8月に前倒し、
さらに１回接種を行う。春夏接種の対象者は、65歳以上の高齢者、基礎疾患その他
重症化リスクが高いと医師が認める者の他、重症化リスクが高い方が集まる場所でサービ
スを提供する医療機関、高齢者・障がい者施設の事業者にも接種機会を提供する。
　使用するワクチンは、春夏接種ではオミクロン株対応2価ワクチンを基本とし、組み替え
タンパクワクチン（ノババックス）の使用も可能されており、秋冬接種はR5に結論が出る
よう国が検討を進めている。
　また、65歳以上の高齢者基礎疾患を有する者その他重症化リスクが高いと医師が認
めるもの以外については接種勧奨、努力義務の規定の適用除外となる。

保健センター長 入倉

委員長 9番 今西
一同

委員長 9番 今西

今野
委員長 9番 今西

一同
委員長 9番 今西
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　その他、R5年度の1年間は引き続き初回接種、1・2回目と言われる初回接種を実施
し、従来ワクチンによる3・4回目接種はR5年3月31日をもって終了し、5-11歳のオミク
ロン株2価ワクチンをR4年秋開始接種の使用ワクチンに位置づけ、3月8日から接種を開
始する。
　なお、現行の特例臨時接種の費用は全額公費となり、自己負担なしとなる。R6年度
以降については今後検討される。
　今後、国が進めるワクチン接種の内容を踏まえ、本町としての接種体制について協議
を進めていく。接種体制が整い次第、議会への予算の説明を行った後、町民への周知
を予定している。

質疑
・質疑なし

その他
①3月31日付退職職員紹介

福祉部長 ・福祉部次長、根室北部廃棄物処理広域連合の小湊事務局長、認定こども園別海
保育園の山口園長、保健センターの齋藤主幹・阿部主査、介護支援課の岩口主査、
老人保健施設すこやかの近内主査、私を含めて7名が3月31日をもって退職する。
・日程表に記載の所管事務は継続調査とする。
・異議なし

閉会挨拶
11:21　閉会

今野

委員長 9番 今西
委員 一同
委員長 9番 今西

委員長 9番 今西
委員 一同
委員長 9番 今西


